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位置図 大寧寺（たいねいじ）      山口県長門市湯元門前 計画に向けての課題と提案

 調査・計画部門 

計画イメージ 

●防災 ●植生 

●史跡 ●学習・観光・日常生活空間 

大寧寺境内墓地 

長門に甦る「墓標の博物館」・大寧寺 ～史跡大寧寺境内墓地環境整備計画～ 
株式会社 アーバンデザインコンサルタント
棚町 修一,堤 八恵子，大杉 哲哉，小峯 裕 
株式会社木村環境デザイン室 木村 博志 

■課題 
(1)排水設備系統の不備 

排水路が不備で雨水が拡散 
(2)日常管理の不備 

水路への堆積を放置 
 

 

■提案 
流入する雨水量を算定し、集水施設、

水路の改修を計画 
(1)集水施設の計画 (2)導入水路の新設 
(3)既設水路の改修 (4)横断水路の整備 

■課題 
(1)樹木の成長、倒木 

樹木が大きく成長し、墓石

及び石垣の崩壊が促進 
 

概要及び計画方針 

大寧寺 

■概要 
・大寧寺は 600 年の歴史をもつ曹

洞宗寺院 
・大寧寺境内は山口県指定史跡 
・ゲンジボタルの発祥地 
・春の桜、秋の紅葉の名所 
・大内期から毛利期にかけての大名

家及び上級武士層の墓が並ぶ 
・日本でみられる石塔形式がほぼ 
 全て揃う「墓標の博物館」 

 

■計画の目的 
度重なる台風襲来により、境内墓地が多大な被害 
を受けたので、被災前の墓地環境に修復 

■修復の時期 
大正期に推定される境内墓地の姿を目指す 

■基本方針 
(1)史跡の歴史的価値を甦生 
(2)被災の要因を改善し、基盤となる環境を整備 
(3)生涯学習の場、地域のコアとなる整備 
(4)周辺観光とのネットワークを創出 
(5)修復にランドスケープデザインの視点を導入 

①集水施設 

②導入水路 

④水路改修 

③横断水路 

樹林 

樹林 
樹林 

 

樹林 

樹林 樹林 

既設水路 

雨水が拡散 

■提案 
(1)樹木と史跡との関係構築 

根茎成長、倒木の危険性、食害被害等の状況

を調査し、３つのランクに分類を行った。 
Ａランク：史跡に直接悪影響を及ぼして

いるもの 
Ｂランク：樹木自体に不具合があるもの 
Ｃランク：根茎の成長により、石積の結

束をより強固にしている樹木 

短期的：Ａ、Ｂランクの段階的樹木伐採、治療

Ｃランクは定期観察 

(2)背後地の植生 
杉の一斉林になっており、

保水性が極めて乏しい 
 

(2)背後地の杉林の広葉樹林への樹種転換 
広葉樹林に樹種転換をすることにより渓谷

美を創出していくことを提案した。 

樹種転換事例(佐賀県唐津市・環境芸術の森  

40 年かけ杉林から広葉樹の森) 

■提案 
(1)石垣 

石垣は、史跡地内の 
石垣の石組みを参 
考に修復 

 
(2)石塔 

各石塔部材は意匠 
や石材の類似性で 
組合せ、載せるの 
みで修復 

 
(3)墓道、水路 

石畳の景観を活かし 
た墓道、水路修復 

 大寧寺境内桜 

■提案 
(1)歴史学習の場 

「墓標の博物館」で 
歴史を学ぶ 
 

(2)観光トレイルの拠点 
観光トレイルを設け、 
観光資源の相乗効果 
を発揮 

 
(3)日常生活空間の場 

四季折々の彩りを活

かし、日常の散策やレ

クリェーションの場

としていく 
 
 

■課題 
(1)集中豪雨による崩落、破壊、変形 

 
(2)倒木、樹木の成長による破壊、変形 
 

大寧寺川沿いの紅葉 湯本温泉街 

石塔崩落 墓道洗掘 

墓道修復イメージ 

石垣修復イメージ 石垣崩落 

■課題 
(1)周辺資源とのネットワーク不足 
 
 
 

 
(2)来訪者への案内不便 
 
 
 

石塔修復イメージ 

墓道切株除去イメージ 墓道切株 

湯本温泉 

ゲンジボタル発祥地 

大寧寺 

自然水路で雨水拡散 集水施設と導入水路 

石塔の崩落 石塔の転倒 倒木 樹木の成長 

倒木による墓石の崩壊 

保水性の悪い杉林 

大寧寺の紅葉 湯本温泉 歩きにくい墓道 荒廃した墓地 


